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少子高齢社会において、子どもを産み育て、男女がともに働く喜びを感じることができる社会の実現は、企業と行政が協働

で取り組むべき重要な課題です。誰もが多様な働き方や暮らし方が選択でき、活力ある豊かな社会を実現するため、本市で

は、子育て支援や男女がともに働きやすい環境づくりなど、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進に取り組む企

業・団体等（個人を含む）を表彰し、その取組内容を広く皆様に情報提供しています。 

この度、平成 23年度第 5回の表彰企業等を下記のとおり決定し、去る 11月 22日北九州市庁舎にて表彰式を行いました。

小倉北区片野 3-7-4         社員数：11 人（うち女性 8 人） 八幡東区春の町 5-9-27    職員数：628 人（うち女性 446 人） 

奨励賞（企業・団体部門） 

【問合せ先】北九州市子ども家庭局 男女共同参画推進部　TEL：093-582-2405

戸畑区汐井町 1-6 職員数：197 人（うち女性 128 人）

有限会社ゼムケンサービス 

社員 11 名のうち女性が 8 名を占めるなど、女性の採用、登用を積極
的に行っており、独身、子育て中など、社員それぞれのライフステージ
や家庭環境を考慮したワークシェアリングを７年前から実施している。 

ＩＴを利用した業務日誌等、情報の共有化により、負担の大きい社員を
把握し、個々の業務を見直して助け合うなど、“お互い様”の職場風土が
確立されており、強いチームワークで繋がっている。また、トップが、社
員の地域活動への参画を積極的に後押しし、多くの社員がＰＴＡ活動等
を行っているほか、廃材を利用した社員の子どもたちへの夏休み自由
工作教室など、ユニークなイベントも行われている。 

社会福祉法人恩賜財団済生会福岡県済生会八幡総合病院

予防医学の実践と普及のため、日本一職員が健康な「健康モデル病
院」を目指し、総合的に働きやすい職場環境づくりに取り組んでいる。 

職員が離職することなく、安心して仕事と子育ての両立に取り組むた
め、院内保育所を設置するなどのサポート体制の整備を行うとともに、バ
ースデー休暇や勤続５年毎に付与されるサンクス休暇等の制度を設け、
職員の休暇取得促進に取り組んでいる。また、専属職員が対応するメン
タルヘルス対策室を常設し、仕事上のストレスや心の悩みなど、問題が
深刻化する前に、相談や手当を行うことが実践されている。 

加えて、職員とその家族で行う野菜づくりと、職員食堂における“食か
らの健康”や“地産地消”の取組など、医療現場ならではの視点から、職
員の心身の健康維持・増進の取組が行われている。 

社会福祉法人北九州あゆみの会 

子の看護休暇の有給化や育児短時間勤務制度の対象を小学校就学
前までに拡大するなど、法定以上の制度整備を行うとともに、嘱託職員、
臨時職員の正規職員への登用を進めるなど、職員の仕事と子育て・介
護の両立支援と処遇改善に積極的に取り組んでおり、これらの取組が職
員の継続就労とモチベーションアップに繋がっている。また、各施設等の
職員で構成する「研修委員会」が組織され、職員のスキルアップのため
の様々な研修が実施されており、人材育成に関する取組も活発である。 

第５回 北九州市ワーク・ライフ・バランス　受賞企業者等

荒木 晴美 会社員（ＴＯＴＯ株式会社）

会社員として仕事に打ち込むとともに、自己啓発等の生活の充実

を実践する活動

勤め先のＴＯＴＯ株式会社では、長年にわたり商品開発などの仕事に
従事しながら、家事や子ども２人の子育てに奮闘している。また、町内会、
保育所や学校のＰＴＡなどの地域活動にも積極的に取り組んでいる。 

多忙な中、自己啓発にも積極的で、ドッグセラピスト、ペット介護士など
の資格取得をきっかけに、現在は、動物を通じた地域コミュニケーション
の場である「ドッグカフェ」の起業を目指すとともに、働く女性を応援する
ボランティア活動にも励んでいる。仕事、家事、子育て、自己啓発、そし
て起業の準備と、毎日充実した生活を送っている働き女子。

川原 英明 団体職員（北九州農業協同組合）

野菜のスペシャリストとして、職場や家庭で影響力を発揮する
“食育系イクメン”

北九州農業協同組合の直売所「かっぱの里八幡店」の店長として活
躍。野菜に対する豊富な知識を身につけ、平成２３年６月には「ジュニア野
菜ソムリエ」の資格を取得。職場スタッフや来店者に野菜のさまざまな知
識や料理の楽しさを伝授するなど、周りの人の食への関心を高めている。

家庭では、２人の子どもの父親として、子育てとともに料理や掃除、洗
濯等の家事を共働きの妻と一緒にこなしている。プランターで栽培した野
菜を利用した料理は子どもたちにも大人気で、妻や子どもたちのお弁当を
作ることも多い。野菜の旬や栄養について、子どもたちに教えるとともに、
家族揃って食卓を囲むことの大切さを広く呼びかける、食育系イクメン。

市長賞（企業・団体部門） 

激励賞（個人部門） 

はじめよう！ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ ｈｔｔｐ：//wｌb-kitakyushu.jp（北九州市ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進協議会）

〔業種：建設業〕　積極的な女性の活用とチームワークを大切にし
た柔軟な働き方ができる職場風土の確立

〔業種：社会福祉事業〕　充実した仕事と子育ての両立支援制度と
活発な研修による人材育成の取組

〔業種：医療サービス〕　院内保育所の設置、休暇取得促進やメン
タルヘルス対策の充実など働きやすい職場環境の整備
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第２回北九州オンリーワン認定企業
独創的な技術や製品を提供する「北九州オンリーワン企業」をシリーズで紹介しています。今回（３回目）は、顧客の熱処理

作業の問題を高周波加熱など独自技術により解決し続ける、研究開発型企業「熱産ヒート株式会社」です。 
以下は、（株）イノベーションマネジメントコンサルティング鈴木剛一郎氏の取材・執筆によるものです。 

熱 産 ヒート株 式 会 社

熱産ヒート株式会社 代表取締役会長 牛島正祐（うしじま まさすけ）
住所：北九州市八幡東区大字枝光 1777-10
電話：093-671-8711 URL: http://www.nessan.co.jp/
【事業内容】熱処理機器の企画、設計、製作及び熱処理技術の

開発、施工

【問合せ先】北九州市産業経済局中小企業振興課　担当：大西・吉武 TEL：093-873-1433 

高周波加熱製品の世界のトップランナー

熱産ヒートは、社名のとおり“熱を産み出す”製品の開発を軸に発展してきた企業である。大手造船会社や電力会社、金

属・機械加工メーカーなどを顧客に、熱処理加熱炉、高周波加熱製品、熱関連製品、熱処理工事サービスの 4 つを事業の柱

としている。とりわけ高周波を使用した加熱製品は、世界のトップランナーのうちの一社であり、高周波加熱製品群を利用した

現地熱処理工事のパイオニアとして、様々な顧客ニーズに対応している。 

溶接時の歪取り技術者の経験則を装置化する

 熱産ヒートが有するオンリーワン製品の一つが“溶接歪取用高周波誘導加熱装置”（NETZ

システム）である。 

この装置は、造船所で船のデッキ鋼板などの溶接歪を矯正するために使われるものであ

り、すでに国内に60台以上が販売され、最近では海外からの引き合いも増加している。 

 溶接の現場は、従来からガスバーナーを使用し熟練者による施工がなされているが、これ

を高周波誘導加熱技術を利用し、誰もが容易にできる作業に変えてきたのが熱産ヒートであ

る。歪取り作業は、熟練者がバーナーの炎の色や速度を経験的にコントロールしながら作業

を進めていた。この熟練者の経験則を技術化し、装置に取り入れ、経験の浅い作業者でも歪

取りが容易に行えるように問題解決したわけである。 

 この装置の開発の裏には、熱産ヒートの技術者が、お客様の現場でお客様の困りごとや要望

に対し、あきらめずに試行錯誤を重ねてきた姿がある。高周波を使ったハンド機械からスタートし、

改良に改良を重ねて自動走行タイプの装置を実用化、最近では壁面走行型の歪取り装置の開発

にも成功している。また、白色系塗装をしたときでも焼いた痕跡が残らないなど高い評価を受けて

いるほか、高張力鋼の歪取りの場合、温度管理精度の良いこの装置が高い支持を集めている。 

熱産ヒート(株) 牛島正祐会長 

造船所での作業風景（溶接歪取用高周波誘導加熱装置）

溶接歪取用

高周波誘導加熱装置

局部予熱・後熱用 

高周波誘導加熱電源 

こうした熱処理作業は、従来はガスや電気ヒーターなどで行われていた。これを高周波を

利用し、スピーディ、低コストかつ安全な作業に変えてきたのが熱産ヒートである。 

この製品は、使用中に周波数を自由に変えることができ、現場で形状やサイズ、また厚み

などが異なる様々な配管に適用できる、汎用性の高い装置になっている。また、同期運転機

能が盛り込まれ、均一に熱処理を行うことが可能になっているなど、現場にとって使いやす

い製品となっている。 

シェア 90%を誇る局部予熱・後熱用高周波誘導加熱電源

熱産ヒートが誇るオンリーワン製品の二つ目は、局部予熱・後

熱用高周波誘導加熱電源（Hearts Heater）である。 

この装置は、主に電力会社の発電設備の配管の新設や補修

時の溶接予熱や後熱処理、鉄鋼関連設備の予熱・焼鈍・焼バメ・

焼き抜きなどに使用され、すでに国内はもとより、東南アジアや中

東など世界各地のプラントで利用されている。 
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～ 人 材 確 保 に 是 非 ご 活 用 く だ さ い。～

 利 用 

 無 料 

北九州市では、企業の多様な人材ニーズにお応えするため、インターネット等により以下のサービスを通じて、 

求人情報を市内・外の求職者に対して発信し、円滑な人材確保を支援しています。ご活用ください。 

◆キタキュー就職ナビ（http://www.kitakyushushoku.com） 
大学生などを対象に、インターネットを利用して、北九州地域の地元企業を紹介する「学生向け就職情報サイト」です。

企業の知名度向上、営業ＰＲツールとしてご利用ください。 

また、新卒学生の採用情報が掲載でき、それに興味を持った学生からコンタクトを受けることができます。（求人募集で

きる雇用形態は、正社員のみとなります。） 

◆ワーク北九州ネット（http://www.shigotomarugoto.info/dennou/）

企業と求職者の情報を公開し、相互にメッセージのやり取りが行なえるサービスです。 

ホームページより求人情報を登録すると、求職者に関する情報の検索やメールによる連絡を行うことができます。（求

人募集できる雇用形態は、正社員（常用雇用）や人材派遣、パート、アルバイトなど複数あります。） 

◆Ｕ･Ｉターン促進事業（http://www.shigotomarugoto.info/ui-turn/） 

全国のＵターン・Ｉターン就職希望者と、即戦力人材の確保を目指す市内企業とを結び付けるため職業紹介を実施してい

ます。ホームページより求人情報を登録すると、Ｕ・Ｉターン就職希望者に関する情報検索、面接案内の送付や、求職者から

の面接エントリーの受付などを行うことができます。（求人募集できる雇用形態は、正社員（常用雇用）のみとなります。） 

◆若者ワークプラザ北九州（http://www.shigotomarugoto.info/wakamono/）

企業の人材ニーズに応えるため、概ね 40 歳までの若者を対象に就業相談や講座・セミナー等を実施し、求職者等の

情報を十分把握することにより、ミスマッチの少ない職業紹介を行っています。 

その他、若者の就業支援の一環として就労体験にご協力いただける企業も募集しています。（求人募集できる雇用形

態は、正社員を中心に人材派遣、パート、アルバイトなど複数あります。） 

※ 上記事業以外にも、企業向けの関連情報を「北九州しごと☆まるごと情報局」 

（http://www.shigotomarugoto.info/）でご案内していますので、ご利用ください。

【問合せ先】  北九州市産業経済局雇用開発課　TEL：093-582-2419

北 九 州 高 齢 者 能 力 活 用 セ ン タ ー の 活 用を！
～ 経 験 豊 富 な 即 戦 力 を 求 め る 企 業 の 皆 様 へ ～

【問合せ先】　北九州高齢者能力活用センター　TEL：093-881-6699

北九州高齢者能力活用センター
派遣先（求人）企業

登 録 者

派遣契約 

求人申込み 

人選 

雇用契約 

勤務 指揮命令 戸畑区汐井町 1-6 ウェル戸畑８階 

高年齢者就業支援センター内 

大学等の新卒採用なら

中途採用なら

即戦力人材を求めるなら

概ね４０歳までの若年者を求めるなら

　北九州高齢者能力活用センターは、長年にわたる職業経験で得た知識・技能を持つ概ね60歳以上の高年

齢者を、必要な期間、企業へ派遣する公益法人です。シニアパワーを経営活力の創出にお役立てください。
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年内に融資を受けるためには、１２月１５日までの信用保証協会の受付が必要です。ご注意ください。

セーフティネット認定の申請や融資申込みは、お早めにお願いします。 

【問合せ先】北九州市産業経済局中小企業振興課　融資担当　TEL:093-873-1433 

「農商工マッチングフェア in 北九州」出展者募集のお知らせ
～ 自 慢 の 食 材 を 広 く Ｐ Ｒ し ま せ ん か ～ 

【問合せ先】 北九州商工会議所中小企業振興課 担当：上坂元・川上  TEL:093-541-0188 

出展条件：販路開拓を目指す農林水産業者又は農商工連携に関心を持つ方（市内・市外を問いません。）

日 時：平成２４年２月８日（水）１３時～１８時

場 所：リーガロイヤルホテル小倉 ３階エンパイアルーム（小倉北区浅野２－１４－２）

出展者数：２０社

出展費：無料

申込期限：１２月２６日（月）

※ 当日は、展示商談ブースを設置するほか、出展者によるプレゼンテーション・PR の場を設けます。

平成２３年度 第２回 自動車産業新規参入・取引拡大セミナー
日産自動車九州㈱ 代表取締役 児玉幸信氏が語る“今後の事業戦略とグローバル時代のマネジメント”

【問合せ先】北九州市産業経済局中小企業振興課 担当：沖田・中嶋 TEL：093-873-1433 

　北九州市は、１１月１０日（木）ステーションホテル小倉において「自動車産業新

規参入・取引拡大セミナー」を開催しました。

　今回は、自動車メーカーの中でいち早く北部九州へ進出し、今年8月に分社化し

た日産自動車九州㈱代表取締役の児玉幸信氏を講師としてお招きしました。

　児玉社長の講演では、同社を訪れた日産自動車のゴーンCEOから、「九州は国内

生産の半分を生産する量産拠点、そしてコストリーダーになれ。」との話しがあっ

たことが紹介され、今後、九州で生産する車について、一部を除き関東からの部

品調達はなくし地場とアジアから調達する方針が示されました。

　また、地元企業との共同改善（Thanks活動）についても、いくつかの実践例を紹介され、セミナー参加者

の関心を引いていました。さらに、今回のセミナーが企業経営者層を対象としていたことから、日産自動

車の社員全員が共有している行動指針「ＮＩＳＳＡＮ ＷＡＹ」について、特に「従業員のモチベーションを高く

維持すること」と「時間をデザインし時間をマネジメントするリソース（時間）マネジメント」が課長職等の

マネジメント層に求められていることを強調されました。

　歴史的な円高や欧州の経済危機など激動するグローバル時代を生き抜く地元企業にも必要不可欠なもの

と感じたセミナーでした。 

日産自動車九州㈱ 児玉幸信社長

　北九州商工会議所では、平成２４年２月８日、農産品・水産品等のブランド食材を一同に集めた展示商

談会「農商工マッチングフェア in 北九州」を開催します。当日は、食品製造業、飲食業等、食に関連する

事業者に広く参加を呼びかけます。

　新規取引先の発掘、新たなビジネスを創出する場として、農林水産業を営む方や農商工連携に関心を持

つ方々からの出展を募集します。

（１社で複数アイテムの出展も可能です。）（１社で複数アイテムの出展も可能です。）




